
　 　 　 第１ 章　 学年， 学期及び休業日

　（ 学年）

第１ 条　 学年は，４ 月１ 日に始まり ，翌年３ 月３ １ 日に終わる。

　（ 学期）

第２ 条　 １ 学年における 授業期間を ４ 学期に分ける。

２ 　 前項の４ 学期のう ち ２ つの学期の開始日は， それぞれ４ 月

１ 日及び１ ０ 月１ 日と し ， 他の２ つの学期の開始日及び各学

期の終了日は別に定める 。

　（ 休業日）

第３ 条　 学年中定期休業日は， 次のと おり と する 。

　 一　 土曜日， 日曜日及び国民の祝日に関する 法律（ 昭和２ ３

年法律第１ ７ ８ 号） に規定する 休日

　 二　 夏季休業　 ８ 月１ １ 日から ９ 月３ ０ 日まで

　 　 　 冬季休業　 １ ２ 月２ ５ 日から 翌年１ 月４ 日まで

　 　 　 春季休業　 ２ 月１ ５ 日から ３ 月３ １ 日まで

２ 　 臨時休業日は， その都度学長が定める。

３ 　 前２ 項の規定にかかわら ず， 必要がある 場合には， 休業日

において授業を 行う こ と がある。

　 　 　 第２ 章　 修業年限， 教育課程， 履修方法等

　（ 修業年限）

第４ 条　 各学部の修業年限は， ４ 年と する。 ただし ， 医学部医

学科， 歯学部及び薬学部薬学科にあっ ては， ６ 年と する 。

　（ 最長在学年限）

第５ 条　 各学部学生の在学期間は， 修業年限の２ 倍を 超える こ

と ができ ない。

２ 　 第２ ５ 条及び第２ ６ 条の規定によ り 入学し た学生の在学期

間は， 入学後の在学すべき 年数の２ 倍の年数を 超える こ と が

でき ない。

　（ 教育課程の編成方針）

第６ 条　 教育課程は， 岡山大学（ 以下「 本学」 と いう 。） 及び

学部の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を 開設

し ， 体系的に編成するも のと する 。

２ 　 本学及び学部の教育上の目的に関し ， 必要な事項は， 別に

定める 。

　（ 教育課程の編成方法等）

第７ 条　 授業科目の区分は， 次のと おり と する 。

　 一　 教養教育科目

　 　 イ 　 知的理解科目

　 　 ロ 　 言語科目

　 　 ハ　 実践知・ 感性科目

　 　 ニ　 汎用的技能と 健康科目

　 　 ホ　 導入教育科目

　 　 ヘ　 高年次教養科目

　 二　 専門教育科目

　 　 イ 　 専門基礎科目

　 　 ロ 　 専門科目

２ 　 各学部は， 個々の授業科目を必修科目， 選択科目及び自由

科目に分け， こ れを各年次に配当し て教育課程を編成するも

のと する 。

３ 　 本学は， 各学部が編成する 教育課程のほか， 学生が所属す

る学部及び学科又は課程の専攻に係る 分野において学習し た

知識を さ ら に広い視野のも と で有効に活かせる こ と のでき る

能力を 養う ための教育課程（ 以下「 副専攻コ ース」 と いう 。）

を開設するこ と ができ る も のと する 。

４ 　 本学は， 各学部が編成する 教育課程のほか， 社会のグロ ー

バル化に対応し て国又は地域で活躍する中核的人材を 育成す

るための教育課程と し て， グローバル人材育成特別コ ースを

開設する 。

５ 　 本学は， 各学部が編成する 教育課程のほか， 特定分野又は

特定課題に関する 体系的な教育課程と し て， 特定プロ グラ ム

を開設するこ と ができ る も のと する 。

６ 　 副専攻コ ース， グロ ーバル人材育成特別コ ース及び特定プ

ログラ ムに関し ， 必要な事項は， 別に定める 。

　（ グロ ーバル・ ディ スカ バリ ー・ プロ グラ ム）

第７ 条の２ 　 各学部（ 医学部医学科， 歯学部及び薬学部薬学科

を除く 。）に，学生自ら の課題提案型履修プロ グラ ムを 核と し ，

特定の学問領域又は複数の学問領域にわたっ て学修する こ と

のでき る 教育課程と し て， 岡山大学グローバル・ ディ スカ バ

リ ー・ プ ロ グラ ム（ 以下「 プ ロ グラ ム」 と いう 。） を 置く こ

と ができ る。

２ 　 プロ グラ ムの設置， 運営， 教育課程， 学生の在籍に関する

岡山大学学則

平成１ ６ 年４ 月１ 日　

岡 大 学 則 第 ２ 号　

改正　 平成１ ６ 年　 ７ 月２ ９ 日学則第４ 号　 　

平成１ ７ 年　 ３ 月２ ４ 日学則第１ 号　 　

平成１ ７ 年１ ２ 月　 １ 日学則第２ 号　 　

平成１ ８ 年　 １ 月２ ６ 日学則第２ 号　 　

平成１ ９ 年１ １ 月２ ９ 日学則第５ 号　 　

平成２ ０ 年　 １ 月３ １ 日学則第２ 号　 　

平成２ １ 年　 １ 月２ ８ 日学則第２ 号　 　

平成２ １ 年　 ３ 月２ ７ 日学則第５ 号　 　

平成２ ２ 年　 １ 月２ ８ 日学則第２ 号　 　

平成２ ２ 年　 ９ 月３ ０ 日学則第６ 号　 　

平成２ ５ 年　 １ 月２ ８ 日学則第１ 号　 　

平成２ ６ 年　 １ 月２ ８ 日学則第２ 号　 　

平成２ ６ 年　 ４ 月３ ０ 日学則第５ 号　 　

平成２ ６ 年　 ６ 月１ ９ 日学則第７ 号　 　

平成２ ８ 年　 １ 月２ ６ 日学則第１ 号　 　

平成２ ８ 年　 ２ 月２ ３ 日学則第４ 号　 　

平成２ ８ 年　 ３ 月２ ９ 日学則第６ 号　 　

平成２ ９ 年　 １ 月３ １ 日学則第１ 号　 　

平成２ ９ 年　 ８ 月　 １ 日学則第４ 号　 　

平成３ ０ 年　 ３ 月２ ７ 日学則第２ 号　 　

平成３ ０ 年　 ７ 月　 ５ 日学則第４ 号　 　

平成３ ０ 年　 ９ 月２ ７ 日学則第６ 号　 　

平成３ １ 年　 ３ 月２ ８ 日学則第２ 号　 　

令和　 ２ 年　 ２ 月２ ８ 日学則第１ 号　 　

７ 　 諸規程等
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事項等に関し ， 必要な事項は， 学長が定める。

　（ 履修方法及び上限設定等）

第８ 条　 第７ 条の区分によ り 開設する 授業科目， その単位数，

履修方法等については， 各学部の定める と こ ろ によ る 。

２ 　 各学部は， 学生が各年次にわたっ て適切に授業科目を履修

する ため， 卒業の要件と し て学生が修得すべき 単位数につい

て， １ 年間又は１ 学期に履修科目と し て登録でき る 単位数の

上限を定める よ う 努めなければなら ない。

３ 　 各学部は， 前項に定める単位を 優れた成績を も っ て修得し

た学生については， 次の１ 年間又は次学期に， 上限を 超えて

履修科目の登録を認める こ と ができ る 。

　（ 長期にわたる 教育課程の履修）

第９ 条　 各学部は，学生が，職業を 有し ている 等の事情によ り ，

修業年限を 超えて一定の期間にわたり 計画的に教育課程を 履

修し 卒業する こ と を 希望する 旨を 申し 出たと き は， その計画

的な履修を 認めるこ と ができ る 。

　（ 授業の方法）

第１ ０ 条　 授業は， 講義， 演習， 実験， 実習若し く は実技のい

ずれかによ り 又はこ れら の併用により 行う も のと する 。

２ 　 各学部は， 大学設置基準（ 昭和３ １ 年文部省令第２ ８ 号）

第２ ５ 条第２ 項の規定に基づき 文部科学大臣が別に定める と

こ ろにより ，前項の授業を，多様なメ ディ アを高度に利用し て，

当該授業を行う 教室等以外の場所で履修さ せるこ と ができ る。

３ 　 各学部は， 第１ 項の授業を ， 外国において履修さ せるこ と

ができ る 。 前項の規定により ， 多様なメ ディ アを 高度に利用

し て， 当該授業を行う 教室等以外の場所で履修さ せる 場合に

ついても ， 同様と する 。

４ 　 各学部は， 大学設置基準第２ ５ 条第４ 項の規定に基づき 文

部科学大臣が別に定める と こ ろ により ， 第１ 項の授業の一部

を ， 校舎及び附属施設以外の場所で行う こ と ができ る 。

　（ 単位の計算方法）

第１ １ 条　 授業科目の単位の計算方法は， １ 単位の授業科目を

４ ５ 時間の学修を必要と する 内容をも っ て構成する こ と を 標

準と し ， 授業の方法に応じ ， 当該授業によ る教育効果， 授業

時間外に必要な学修等を 考慮し て， 次の基準によ る も のと す

る 。

　 一　 講義及び演習については， １ ５ 時間から ３ ０ 時間までの

範囲で各学部が定める 時間の授業を も っ て１ 単位と する 。

　 二　 実験， 実習及び実技については， ３ ０ 時間から ４ ５ 時間

までの範囲で各学部が定める 時間の授業をも っ て１ 単位と

する。 ただし ， 芸術の分野における 個人指導によ る 実技に

ついては， 各学部が定める 時間の授業を も っ て１ 単位と す

る こ と ができ る 。

　 三　 一の授業科目について， 講義， 演習， 実験， 実習又は実

技のう ち 二以上の方法の併用によ り 行う 場合については，

その組み合わせに応じ ， 前２ 号に規定する基準を 考慮し て

各学部が定める 時間の授業を も っ て１ 単位と する 。

２ 　 前項の規定にかかわら ず， 卒業論文， 卒業研究， 卒業制作

等の授業科目については， こ れら の学修の成果を 評価し て単

位を 授与する こ と が適当と 認めら れる 場合には， こ れら に必

要な学修等を 考慮し て， 単位数を 定める こ と ができ る 。

　（ 成績評価基準等の明示等）

第１ ２ 条　 各学部は， 学生に対し て， 授業の方法及び内容並び

に１ 年間の授業の計画を あら かじ め明示する。

２ 　 各学部は， 学修の成果に係る 評価及び卒業の認定に当たっ

ては， 客観性及び厳格性を確保するため， 学生に対し てその

基準をあら かじ め明示すると と も に， 当該基準にし たがっ て

適切に行う 。

　（ 単位の授与）

第１ ３ 条　 授業科目を 履修し た者に対し ては， 試験の成績又は

研究報告の成果等を 前条第２ 項の成績評価基準に照ら し て評

価し ， 合格し た者に単位を授与する。

２ 　 単位修得の認定は， 担当教員が行う 。

　（ 成績等の評価）

第１ ３ 条の２ 　 前条第１ 項の評価は， １ ０ ０ 点を 満点と し ，

６ ０ 点以上を 合格， ５ ９ 点以下を 不合格と する 。

２ 　 前項の評価の評語は， ９ ０ 点以上を 「 Ａ ＋」， ８ ０ 点から

８ ９ 点までを 「 Ａ 」， ７ ０ 点から ７ ９ 点までを「 Ｂ 」， ６ ０ 点

から ６ ９ 点までを 「 Ｃ 」 及び５ ９ 点以下を 「 Ｆ 」 と する 。

３ 　 前２ 項の規定にかかわら ず， 試験の成績又は研究報告の成

果等を点数を も っ て評価する こ と ができ ない場合は，「 修了」

又は「 認定」 の評語を も っ て合格の評価と するこ と ができ る 。

４ 　 前３ 項に定める も ののほか， 成績等の評価等に関し ， 必要

な事項は， 別に定める 。

　（ 他学部における授業科目の履修）

第１ ４ 条　 教育上有益と 認める と き は， 各学部は， 学生が他の

学部において開設する 授業科目について修得し た単位を ， 卒

業の要件と なる単位と し て認定するこ と ができ る 。

　（ 大学院授業科目の履修）

第１ ４ 条の２ 　 学生が， 本学大学院に進学を 志望し ， 所属学部

が教育上有益と 認める と き は， 学生が進学を志望する研究科

の長の許可を 得て， 当該研究科の授業科目を履修するこ と が

でき る。

２ 　 大学院授業科目の履修に関し 必要な事項は， 別に定める 。

　（ 他の大学又は短期大学における 授業科目の履修等）

第１ ５ 条　 教育上有益と 認める と き は， 各学部は， 他の大学又

は短期大学において履修し た授業科目について修得し た単位

を ， 別に定める と こ ろ によ り ， ６ ０ 単位を 超えない範囲で，

本学における 授業科目の履修によ り 修得し たも のと みなすこ

と ができ る 。

２ 　 前項の規定は， 学生が， 外国の大学又は短期大学が行う 通

信教育における授業科目を我が国において履修する 場合及び

外国の大学又は短期大学の教育課程を 有するも のと し て当該

外国の学校教育制度において位置付けら れた教育施設であっ

て， 文部科学大臣が別に指定する も のの当該教育課程におけ

る授業科目を我が国において履修する場合について準用する。

３ 　 第１ 項の規定は， 休学期間中に他の大学又は短期大学（ 外

国の大学又は短期大学を 含む。） において授業科目を 履修し

た場合について準用する 。

　（ 大学以外の教育施設等における 学修）

第１ ６ 条　 教育上有益と 認める と き は， 各学部は， 学生が行う

短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他大学

設置基準第２ ９ 条に基づき 文部科学大臣が定める 学修を ， 本

学における 授業科目の履修と みなし ， 単位を授与するこ と が

でき る。

２ 　 前項の規定によ り 授与する こ と ができ る 単位数は， 前条の

規定によ り 修得し たも のと みなす単位数と 合わせて６ ０ 単位

を 超えないも のと する 。

　（ 入学前の既修得単位等の認定）

第１ ７ 条　 教育上有益と 認める と き は， 各学部は， 学生が本学

に入学する 前に， 大学若し く は外国の大学（ 外国の大学が行

う 通信教育における 授業科目を 我が国において履修し た場合

及び外国の大学の教育課程を 有するも のと し て当該外国の学

校教育制度において位置付けら れた教育施設であっ て， 文部

科学大臣が別に指定する も のの当該教育課程における授業科

目を我が国において履修し た場合を含む。） 又は短期大学若し

く は外国の短期大学（ 外国の短期大学が行う 通信教育におけ

る 授業科目を 我が国において履修し た場合及び外国の短期大

学の教育課程を有する も のと し て当該外国の学校教育制度に

おいて位置付けら れた教育施設であっ て， 文部科学大臣が別

に指定する も のの当該教育課程における 授業科目を 我が国に

おいて履修し た場合を含む。） において履修し た授業科目につ

いて修得し た単位（ 大学設置基準第３ １ 条第１ 項に定める 科

目等履修生及び第２ 項に定める 特別の課程履修生と し て修得

し た単位を含む。） を， 本学に入学し た後の本学における授業

科目の履修により 修得し たも のと みなすこ と ができ る。

２ 　 教育上有益と 認める と き は， 各学部は， 学生が本学に入学

する 前に行っ た前条第１ 項に規定する 学修を， 本学における

授業科目の履修と みなし ， 単位を 授与する こ と ができ る 。

３ 　 前２ 項の規定によ り ， 修得し たも のと みなし ， 又は授与す

る こ と のでき る単位数は， 転学， 編入学等の場合を 除き ， 本

学において修得し た単位以外のも のについては， 第１ ５ 条及

び前条第１ 項によ り 本学において修得し たも のと みなす単位

数と 合わせて６ ０ 単位を 超えないも のと する。
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　 　 　 第３ 章　 入学， 転学， 留学， 休学， 退学， 再入学， 除籍

及び復籍等

　（ 入学の時期）

第１ ８ 条　 入学の時期は， ４ 月又は１ ０ 月と する 。

　（ 入学の資格）

第１ ９ 条　 本学に入学する こ と ができ る 者は， 次の各号の一に

該当する 者と する 。

　 一　 高等学校又は中等教育学校を 卒業し た者

　 二　 通常の課程によ る１ ２ 年の学校教育を 修了し た者又は通

常の課程以外の課程によ り ， こ れに相当する 学校教育を 修

了し た者

　 三　 外国において学校教育における １ ２ 年の課程を 修了し た

者又はこ れに準ずる者で文部科学大臣の指定し たも の

　 四　 文部科学大臣が高等学校の課程と 同等の課程を 有する も

のと し て認定し た在外教育施設の当該課程を 修了し た者

　 五　 専修学校の高等課程（ 修業年限が３ 年以上である こ と そ

の他の文部科学大臣が定める 基準を 満たすも のに限る 。）

で文部科学大臣が別に指定する も のを文部科学大臣が定め

る 日以降に修了し た者

　 六　 文部科学大臣の指定し た者（ 昭和２ ３ 年文部省告示第

４ ７ 号）

　 七　 文部科学大臣の行う 高等学校卒業程度認定試験に合格し

た者

　 八　 学校教育法（ 昭和２ ２ 年法律第２ ６ 号） 第９ ０ 条第２ 項

の規定によ り 大学に入学し た者で， 大学における 教育を 受

ける にふさ わし い学力があると 認めたも の

　 九　 本学において， 個別の入学資格審査によ り ， 高等学校を

卒業し た者と 同等以上の学力がある と 認めた者で， １ ８ 歳

に達し たも の

　（ 入学志願の手続）

第２ ０ 条　 入学志願者は， 所定の手続き によ り 願い出なければ

なら ない。

　（ 入学者の選考）

第２ １ 条　 入学志願者に対し ては， 学力試験等を 行い， 学部長

の申出に基づき ， 学長が合格者を 決定する 。

２ 　 入学者の選考に関し ， 必要な事項は， 別に定める 。

　（ 入学の手続）

第２ ２ 条　 合格者は， 所定の期日までに入学の手続を し なけれ

ばなら ない。

２ 　 入学の手続き に関し ， 必要な事項は， 別に定める 。

　（ 入学の許可）

第２ ３ 条　 学長は， 前条の入学の手続を 経た者に対し ， 入学を

許可する 。

　（ 入学の宣誓）

第２ ４ 条　 入学を 許可さ れた者は， 別に定める と こ ろ によ り 宣

誓し なければなら ない。

２ 　 正当な事由なく し て前項の宣誓を 行わないと き は， 入学の

許可を 取消す。

　（ 編入学）

第２ ５ 条　 編入学定員によ り ， 理学部又は工学部の第３ 年次に

編入学するこ と ができ る 者は， 次の各号の一に該当する 者と

し ， 選考の上， 入学を許可する。

　 一　 大学を卒業し た者（ 外国の大学を 卒業し た者及び外国の

大学の課程を 有するも のと し て当該外国の学校教育制度に

おいて位置付けら れた教育施設であっ て， 文部科学大臣が

別に指定する も のの当該課程を 修了し た者（ 学校教育法第

９ ０ 条第１ 項に規定する 者に限る 。） を 含む。 次項， 次条

及び第２ ６ 条において同じ 。）

　 二　 短期大学を 卒業し た者（ 外国の短期大学を 卒業し た者及

び外国の短期大学の課程を 有する も のと し て当該外国の学

校教育制度において位置付けら れた教育施設であっ て， 文

部科学大臣が別に指定する も のの当該課程を 修了し た者

（ 学校教育法第９ ０ 条第１ 項に規定する者に限る。）を 含む。

第３ 項及び次条において同じ 。）

　 三　 高等専門学校を卒業し た者

　 四　 高等学校（ 中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の

高等部を 含む。） の専攻科の課程（ 修業年限が２ 年以上で

ある こ と その他の文部科学大臣の定める 基準を満たすも の

に限る 。） を 修了し た者（ 学校教育法第９ ０ 条第１ 項に規

定する 者に限る 。）

　 五　 学校教育法第１ ３ ２ 条に規定する 専修学校の専門課程を

修了し た者

　 六　 その他本学において前４ 号に掲げる者と 同等以上の学力

がある と 認めた者

２ 　 編入学定員によ り ， 医学部医学科又は歯学部歯学科の第２

年次に編入学する こ と ができ る者は， 次の各号の一に該当す

る者と し ， 選考の上， 入学を 許可する 。

　 一　 大学を卒業し た者

　 二　 学校教育法第１ ０ ４ 条第４ 項の規定によ り 学士の学位を

授与さ れた者

３ 　 編入学定員によ り ， 医学部保健学科の第３ 年次に編入学す

るこ と ができ る 者は， 次の各号の一に該当する 者と し ， 選考

の上， 入学を 許可する 。

　 一　 看護学専攻については， 次のイ 又はロ に該当する 者で，

看護師国家試験に合格し た者又はその受験資格を 有する者

　 　 イ 　 短期大学を 卒業し た者

　 　 ロ 　 学校教育法第１ ３ ２ 条に規定する専修学校の専門課程

を 修了し た者

　 二　 放射線技術科学専攻については， 次のイ 又はロ に該当す

る 者で， 診療放射線技師試験に合格し た者又はその受験資

格を 有する 者

　 　 イ 　 短期大学を 卒業し た者

　 　 ロ 　 学校教育法第１ ３ ２ 条に規定する専修学校の専門課程

を 修了し た者

　 三　 検査技術科学専攻については， 次のイ 又はロに該当する

者

　 　 イ 　 臨床検査技師国家試験に合格し た者又はその受験資格

を 有する 者で， 次のいずれかに該当する 者

　 　 　 １ ）　 短期大学を卒業し た者

　 　 　 ２ ）　 学校教育法第１ ３ ２ 条に規定する 専修学校の専門

課程を 修了し た者

　 　 ロ 　 その他本学においてイ に掲げる 者と 同等以上の学力が

ある と 認めた者

４ 　 前３ 項の規定により 編入学し た者の在学すべき 期間は， 第

４ 条に規定する 修業年限から 第２ 年次に編入学し た者にあっ

ては１ 年， 第３ 年次に編入学し た者にあっ ては２ 年を 控除し

た年数と する 。

第２ ５ 条の２ 　 前条に規定する も ののほか， 次の各号の一に該

当する 者で， 本学の学部に編入学を 志願する も のがある 場合

は， 欠員のある 場合に限り ， 選考の上， 入学を 許可する こ と

がある 。

　 一　 大学を卒業し た者

　 二　 短期大学を 卒業し た者

　 三　 高等専門学校を卒業し た者

　 四　 高等学校（ 中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の

高等部を 含む。） の専攻科の課程（ 修業年限が２ 年以上で

ある こ と その他の文部科学大臣の定める 基準を満たすも の

に限る 。） を 修了し た者（ 学校教育法第９ ０ 条第１ 項に規

定する 者に限る 。）

　 五　 学校教育法第１ ３ ２ 条に規定する 専修学校の専門課程を

修了し た者

　 六　 旧国立養護教諭養成所設置法（ 昭和４ ０ 年法律第１ ６ 号）

によ る 国立養護教諭養成所を卒業し た者

　 七　 学校教育法施行規則（ 昭和２ ２ 年文部省令第１ １ 号） 附

則第７ 条に規定する 従前の規定によ る 学校の課程を 修了

し ， 又はこ れら の学校を 卒業し た者

　 八　 その他本学において第１ 号から 第７ 号までに掲げる 者と

同等以上の学力がある と 認めた者

　（ 学士入学）

第２ ６ 条　 次に掲げる者については， 第２ １ 条の規定にかかわ

ら ず， 別に選考の上， 学士入学と し て入学を 許可する こ と が

ある 。

　 一　 本学の学部を 卒業し た者で更に他の学部又は同一学部の
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他の学科又は課程に入学を 志願する 者

　 二　 他の大学を 卒業し た者で入学を志願する者

　 三　 学校教育法第１ ０ ４ 条第４ 項の規定により 学士の学位を

授与さ れた者で入学を 志願する 者

２ 　 前項の規定により 入学し た者の在学すべき 期間は， ２ 年以

上と する 。

　（ 転学）

第２ ７ 条　 他の大学に在学し ている 者， 外国の大学に在学し て

いる 者及び外国の大学の課程を 有する も のと し て当該外国の

学校教育制度において位置付けら れた教育施設であっ て， 文

部科学大臣が別に指定するも のの当該課程に在学し ている 者

（ 学校教育法第９ ０ 条第１ 項に規定する 者に限る 。） で本学の

学部に転入学を 志願する 者がある 場合は， 選考の上， 入学を

許可する こ と がある 。

２ 　 本学学生が他の大学に転学を 志願する 場合の取扱いについ

て， 必要な事項は， 別に定める 。

第２ ８ 条　 削　 除

　（ 転学部等）

第２ ９ 条　 本学の学生で， 本学の他の学部又は同一学部の他の

学科・ 課程若し く は専攻に転学部又は転学科・ 課程若し く は

転専攻（ 以下「 転学部等」と いう 。）を 志願する 者がある 場合は，

選考の上， 転学部等を 許可する こ と がある 。

２ 　 新たに入学を 志願する 者の例によっ て本学の他の学部又は

同一学部の他の学科・ 課程若し く は専攻に入学を 志願する 場

合は， 在学のままでよ い。 ただし ， 現に在学する 学部長の許

可書を， 出願の際願書に添えなければなら ない。

　（ 在学期間の通算）

第３ ０ 条　 第２ ５ 条の２ ， 第２ ７ 条及び第２ ９ 条の規定によ り

入学又は転学部等を 許可さ れた者の在学期間の通算について

は， その学部の認定によ り 前学校， 前学部， 前学科・ 課程又

は前専攻の在学期間以内においてその学部， 学科・ 課程又は

専攻に在学し たも のと みなすこ と ができ る 。

２ 　 第４ ５ 条に規定する 科目等履修生及び第６ ２ 条第２ 項に規

定する特別の課程履修生（ いずれも 大学の学生以外の者に限

る 。） が本学に入学し た場合で， 当該単位の修得によ り 当該

学部の教育課程の一部を 履修し たと 認めら れる と き は， 修得

し た単位数その他の事項を勘案し て当該学部が定める 期間を

修業年限に通算する こ と ができ る 。 ただし ， その期間は， 当

該学部の修業年限の２ 分の１ を 超えてはなら ない。

３ 　 前項の規定による 修業年限の通算は， 各学部の定めると こ

ろ により ， 科目等履修生及び特別の課程履修生と し て一定の

単位（ 学校教育法第９ ０ 条の規定によ り 入学資格を 有し た後，

修得し たも のに限る 。） を 修得し た者に対し ， 第１ ７ 条第１

項の規定によ り 本学に入学し た後の本学における 授業科目の

履修によ り 修得し たも のと みなすこ と のでき る 当該単位数，

その修得に要し た期間その他当該学部が必要と 認める 事項を

勘案し て行う も のと する 。

　（ 編入学等に対する 準用）

第３ １ 条　 第２ ２ 条から 第２ ４ 条までの規定は， 編入学， 学士

入学， 転学及び再入学を 許可さ れた者に準用する 。 　

　（ 留学）

第３ ２ 条　 本学が教育上有益と 認めると き は， 外国の大学又は

短期大学と の協議に基づき 学生が当該大学又は短期大学に留

学するこ と を 認める こ と ができ る 。

２ 　 前項によ る 留学の期間は， 第４ 条に規定する 修業年限に算

入するも のと する。

３ 　 第１ ５ 条第１ 項及び第１ ６ 条第２ 項の規定は， 学生が留学

する 場合について準用する。

　（ 休学）

第３ ３ 条　 学生が疾病その他やむを 得ない事由によ り ， ２ 月以

上修学する こ と ができ ない場合は， 医師の診断書又は詳細な

理由書を 添えて願書を 提出し ， 学部長の許可を 得て休学する

こ と ができ る 。

２ 　 前項によ る 休学者でその事由が止むと き は， 休学期間中で

あっ ても 学部長の許可を 得て復学する こ と ができ る 。

３ 　 学生が疾病のため修学する こ と が適当でないと 認める場合

は， 学部長は， 学長の承認を 得て， 当該学生に対し 休学を 命

ずる こ と ができ る 。

４ 　 前項によ る 休学者で休学期間内にその事由がなく なっ た者

に対し ては， 学部長は， 学長の承認を 得て， ただち に復学さ

せなければなら ない。

　（ 休学期間）

第３ ４ 条　 休学期間は，１ 年を 超えるこ と はでき ない。 ただし ，

特別の事情がある 者に対し ては， 学部長は， ２ 年以内の休学

を 許可する こ と ができ る 。

２ 　 休学期間は， 通算し て３ 年を 超える こ と はでき ない。

　（ 休学期間の取扱い）

第３ ５ 条　 休学期間は， 在学期間に算入し ない。 ただし ， 通算

し て３ 月以下の場合に限り ， 第３ ９ 条に規定する 卒業要件の

期間に算入するも のと する。 　

　（ 願による 退学）

第３ ６ 条　 学生が疾病その他やむを 得ない事情によ り 退学し よ

う と する と き は， 所定の書式でその旨を 学部長を 通し て学長

に願い出て， 学長の許可を受けなければなら ない。

２ 　 学部長は， 学生の学業成績が著し く 不振である と 認める 場

合は， 教授会の議を 経て， 当該学生に対し て退学を 勧告する

こ と ができ る 。

　（ 再入学）

第３ ７ 条　 前条の定めによ り 退学し た者で再入学を 願い出たも

のに対し ては， 審議の上， こ れを 許可する こ と がある。 ただ

し ， 再入学を 許可する 場合は， 原則と し て， 再度原年次に入

学さ せる も のと する 。

　（ 除籍）

第３ ８ 条　 次の各号の一に該当する 者は， 学部長の申出によ り

学長が除籍する。

　 一　 死亡又は行方不明の者

　 二　 疾病， 学力劣等及びその他の事由によ り 成業の見込みが

ないと 認めら れた者

　 三　 所定の在学期間を 超えた者

　 四　 入学料の免除を 申請し ， 免除の不許可若し く は一部免除

の許可になっ た者又は入学料の徴収猶予を 申請し た者で，

それぞれ別に定める 期日までに入学料を 納入し ないも の

　 五　 当該年度の末日（ 当該年度の中途において所定の在学期

間を超える こ と と なる 場合にあっ ては， その超える こ と と

なる日の前日） までに授業料を 納入し ない者

　（ 復籍）

第３ ８ 条の２ 　 前条第５ 号に該当するこ と により 除籍さ れた者

で， 未納の授業料に相当する 金額を納入し て復籍を 願い出た

も のに対し ては， 審議の上， こ れを許可するこ と がある 。

２ 　 復籍の取扱いに関し ， 必要な事項は， 別に定める 。

　 　 　 第４ 章　 卒業及び学士の学位

　（ 卒業の要件）

第３ ９ 条　 卒業の要件は， 第４ 条に規定する 修業年限以上在学

し ， １ ２ ４ 単位以上（ 医学部医学科及び歯学部にあっ ては，

１ ８ ８ 単位以上。 薬学部薬学科にあっ ては， １ ８ ６ 単位以上

（ 将来の薬剤師と し ての実務に必要な薬学に関する 臨床に係

る 実践的な能力を 培う こ と を 目的と し て大学の附属病院その

他の病院及び薬局で行う 実習に係る ２ ０ 単位以上を 含む。））

を 各学部の定める と こ ろ によ り 修得する こ と と する 。

２ 　 前項の規定によ り 卒業の要件と し て修得すべき １ ２ ４ 単位

のう ち， 第１ ０ 条第２ 項の授業の方法によ り 修得する単位数

は， ６ ０ 単位を超えないも のと する。

３ 　 前項の規定にかかわら ず， 各学部において， １ ２ ４ 単位を

超える単位数を卒業の要件と し ている 場合は， 第１ ０ 条第１

項の授業の方法によ っ て６ ４ 単位以上の修得がなさ れていれ

ば， 同条第２ 項の授業の方法によ り 修得する単位数について

は， ６ ０ 単位を超える こ と ができ るも のと する 。

　（ 卒業の認定）

第４ ０ 条　 前条に定める 卒業の要件を 満たし た者については，

学部長の申出に基づき ， 学長が卒業を 認定する 。

　（ 早期卒業）

第４ １ 条　 前条の規定にかかわら ず， 医学部医学科， 歯学部及

び薬学部薬学科の課程に在学する 場合を 除き ， 本学に３ 年以
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上在学し ， 卒業の要件と し て修得すべき 単位を 優秀な成績を

も っ て修得し た学生が， 学校教育法第８ ９ 条に規定する 卒業

（ 以下「 早期卒業」 と いう 。） を希望する場合は， 学長は， 学

部長の申出に基づき ，卒業を 認定する こ と ができ る。 ただし ，

早期卒業の認定を 行う 学部にあっ ては， その卒業認定の基準

を定め， 公表し ておかなければなら ない。

２ 　 本学に他の大学から の転入学， 学士入学し た者に係る 早

期卒業の必要在学年数については， 学校教育法施行規則第

１ ４ ９ 条の定める と こ ろ によ る。 ただし ， 転学， 退学又は卒

業し た大学に入学し た時期が平成１ ２ 年４ 月１ 日前である 者

は， 前項を適用し ない。

　（ 学士の学位）

第４ ２ 条　 本学を 卒業し た者には， 学士の学位を 授与する 。

　（ 規則への委任）

第４ ３ 条　 学士の学位授与に関し ，必要な事項は，別に定める。

　 　 　 第５ 章　 聴講生， 科目等履修生， 特別聴講学生， 専攻生，

研究生， 委託生及び外国人留学生

　（ 聴講生）

第４ ４ 条　 学部所定の授業科目のう ち ， 一又は複数の授業科目

について聴講を 志願する 者がある と き は， その学部の授業，

研究及び設備に妨げのない限り ，その学部において選考の上，

聴講生と し て入学を 許可する こ と がある。

　（ 科目等履修生）

第４ ５ 条　 本学の学生以外の者で， 学部等が開設する 一又は複

数の授業科目の履修を志願する者があると き は， 当該授業科

目を 開設する 学部等の授業，研究及び設備に妨げのない限り ，

その学部等において選考の上， 科目等履修生と し て入学を 許

可し ， 単位を 授与するこ と ができ る 。

２ 　 前項の単位の授与については，第１ ３ 条の規定を準用する。

　（ 特別聴講学生）

第４ ６ 条　 他の大学（ 短期大学及び高等専門学校並びに外国の

大学及び短期大学を 含む。） の学生で， 学部等の授業科目の

履修を 志願する 者がある と き は，当該大学と の協議に基づき ，

特別聴講学生と し て履修を 認める こ と ができ る 。

　（ 専攻生）

第４ ７ 条　 本学において特定の専門事項について専攻を 希望す

る者があると き は， その学部の授業， 研究及び設備に妨げの

ない限り ， その学部において選考の上， 専攻生と し て入学を

許可する こ と がある 。

　（ 研究生）

第４ ８ 条　 本学において特定の事項について研究を希望する 者

がある と き は， その学部の授業， 研究及び設備に妨げのない

限り ， その学部において選考の上， 研究生と し て入学を 許可

する こ と がある 。

２ 　 前項の規定は， 資源植物科学研究所， 惑星物質研究所， 異

分野基礎科学研究所及びグロ ーバル人材育成院について準用

する 。

　（ 委託生）

第４ ９ 条　 公の機関等から その所属職員につき ， 聴講科目若し

く は研究事項を 定め， 又は研修について， 委託の願い出があ

ると き は，その学部の授業，研究及び設備に妨げのない限り ，

その学部において選考の上， 委託生と し て入学を許可する こ

と がある 。

　（ 聴講生， 科目等履修生， 特別聴講学生， 専攻生， 研究生及

び委託生に関する 規程）

第５ ０ 条　 聴講生， 科目等履修生， 特別聴講学生， 専攻生， 研

究生及び委託生に関し ， 必要な事項は， 本学及び学部等の定

める と こ ろ によ る 。

２ 　 第４ ８ 条第２ 項によ り 受け入れる 研究生については， 資源

植物科学研究所， 惑星物質研究所， 異分野基礎科学研究所及

びグロ ーバル人材育成院の定める と こ ろ によ る 。

　（ 学部学生に関する 規定の準用）

第５ １ 条　 聴講生， 科目等履修生， 特別聴講学生， 専攻生， 研

究生及び委託生については， 本章に定める も ののほか， 学部

学生に関する 規定を 準用する 。

　（ 外国人留学生）

第５ ２ 条　 外国人で大学において教育を 受ける 目的を 持っ て入

国し ， 本学に入学を志願する 者がある と き は， 選考の上， 外

国人留学生と し て許可する こ と がある 。

２ 　 外国人留学生に関し ， 必要な事項は， 別に定める 。

　 　 　 第６ 章　 授業料， 入学料及び検定料

　（ 授業料， 入学料及び検定料の額並びにその徴収方法）

第５ ３ 条　 学部の学生の授業料， 入学料及び検定料の額並びに

その徴収方法に関し ， 必要な事項は， 別に定める。

２ 　 聴講生， 科目等履修生， 特別聴講学生， 専攻生， 研究生及

び特別の課程履修生の授業料， 入学料及び検定料の額並びに

その徴収方法に関し ， 必要な事項は， 別に定める。

　（ 既納の授業料， 入学料及び検定料）

第５ ４ 条　 既納の授業料， 入学料及び検定料は， 返還し ない。

２ 　 前項の規定にかかわら ず， 次に掲げる授業料相当額につい

ては， 当該授業料を納入し ていた者の申出によ り ， こ れを返

還する 。

　 一　 入学を許可すると き に授業料を 納入し ていた者が入学年

度の前年度の３ 月３ １ 日（ １ ０ 月に入学する 者にあっ ては

入学年度の９ 月３ ０ 日） までに入学を辞退し た場合におけ

る 当該授業料相当額

　 二　 前半期（ ４ 月から ９ 月を いう 。） 分授業料徴収の際， 後

半期（ １ ０ 月から ３ 月ま でを いう 。 以下同じ 。） 分授業料

を 併せて納入し ていた者が後半期分授業料の徴収時期前に

休学又は退学し た場合における 後半期分授業料相当額

３ 　 第１ 項の規定にかかわら ず， 入学者選抜において， 出願書

類等によ る選抜（ 以下「 第一段階目の選抜」 と いう 。） を 行い，

その合格者に限り 学力検査その他によ る選抜（ 以下「 第二段

階目の選抜」と いう 。）を 行う 場合における 検定料については，

第一段階目の選抜で不合格と なっ た者に対し ては， 当該者の

申出によ り 第二段階目の選抜に係る 額に相当する額を 返還す

るも のと する 。

　（ 入学料の免除及び徴収猶予）

第５ ５ 条　 入学料の納入が経済的理由により 困難である と 認め

ら れる 者等については， 本人の申請に基づき ， 別に定めると

こ ろ によ り ， その入学料を 免除又は徴収猶予するこ と ができ

る。

　（ 授業料の免除及び徴収猶予）

第５ ６ 条　 授業料の納入が経済的理由により 困難である と 認め

ら れ， かつ， 学業優秀と 認めら れる 者等については， 別に定

める と こ ろ によ り ， その授業料を 免除又は徴収猶予する こ と

ができ る 。

　（ 検定料の免除）

第５ ６ 条の２ 　 検定料の納入が経済的理由によ り 困難である と

認めら れる者等については， 本人の申請に基づき ， 別に定め

ると こ ろ によ り ， その検定料を免除するこ と ができ る 。

　 　 　 第７ 章　 賞罰　

　（ 表彰）

第５ ７ 条　 学生で学術， 課外活動及び性行が優秀であっ て他の

学生の範と する 者がある と き は， 学部長の推薦によ り 学長が

表彰する こ と がある。

２ 　 表彰に関し ， 必要な事項は， 別に定める 。

　（ 懲戒）

第５ ８ 条　 本学の諸規則に違背し ， 又は学生の本分に反する 行

為がある 者は， 所定の手続き を経て， 学長又は学長の委任を

受けた学部長が懲戒する 。

２ 　 懲戒は，退学，停学及び訓告と し ，必要な事項は別に定める。

　（ 停学期間の取扱い）

第５ ９ 条　 停学期間は， 在学期間に算入する 。 ただし ， 当該停

学期間が通算し て３ 月を 超える場合は， 第３ ９ 条に規定する

卒業要件の期間には， 算入し ないも のと する 。 　

　 　 　 第８ 章　 学生寮

　（ 学生寮）

第６ ０ 条　 本学に学生寮を 置く 。

２ 　 学生寮は， 学長の監督に属する 。 　 　 　
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３ 　 寄宿料の額及び徴収方法に関し ，必要な事項は，別に定める。

４ 　 学生寮に関し ， 必要な事項は， 別に定める。

　 　 　 第９ 章　 奨学金

　（ 奨学制度）

第６ １ 条　 本学に奨学制度を設ける 。

２ 　 前項の制度の運営に関し ， 必要な事項は， 別に定める。

　 　 　 第１ ０ 章　 履修証明書を 交付する 特別の課程

　（ 特別の課程）

第６ ２ 条　 本学は， 本学の学生以外の者を 対象と し て， 学校教

育法第１ ０ ５ 条に規定する 特別の課程（ 以下「 特別の課程」

と いう 。） を 編成する こ と ができ る 。

２ 　 本学の学生以外の者で特別の課程を 履修する 者を 特別の課

程履修生と いう 。

３ 　 前項に規定する者に対し ， 単位を授与するこ と ができ る 。

４ 　 特別の課程を 修了し た者には， 単位の授与の有無に関わら

ず， 修了の事実を証する 証明書を 交付する 。

５ 　 第１ 項から 第４ 項に規定する ほか， 特別の課程に関し ， 必

要な事項は， 別に定める 。

　 　 　 第１ １ 章　 全学講義及び公開講座

　（ 全学講義）

第６ ３ 条　 広く 全学生の教養を 高めるため， 全学講義を 開催す

る 。

　（ 公開講座）

第６ ４ 条　 社会人の教養を 高め教育文化の向上に資する ため，

公開講座を 開設する 。

　 　 　 第１ ２ 章　 課外活動

　（ 課外活動）

第６ ５ 条　 本学の課外活動に関し ，必要な事項は，別に定める 。

　 　 　 第１ ３ 章　 雑則

　（ 学則の改廃）

第６ ６ 条　 こ の学則の改廃は， 役員会の議を 経て行う 。

２ 　 前項の役員会の審議に先立ち ， 国立大学法人岡山大学（ 以

下「 法人」 と いう 。） の経営に関する 部分については経営協

議会において， 法人の経営に関する部分を 除く 部分について

は教育研究評議会において審議を 行う も のと する 。

　 　 　 附　 則

１ 　 こ の学則は， 平成１ ６ 年４ 月１ 日から 施行する 。

２ 　 岡山大学学則等を 廃止する 規則（ 平成１ ６ 年岡大規則第１

号） 第１ 条の規定によ り 廃止さ れる岡山大学学則（ 以下「 旧

学則」 と いう 。） の規定によ り 入学し た者に係る 修業年限，

教育課程，履修方法等並びに卒業及び学士の学位については，

旧学則の例によ る。

３ 　 こ の学則施行の際現に旧学則第８ ８ 条の規定によ り なさ れ

た懲戒については， 第５ ８ 条の規定に基づき なさ れた懲戒と

みなす。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成１ ６ 年７ 月２ ９ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則　 　  

１ 　 こ の学則は， 平成１ ７ 年４ 月１ 日から 施行する 。

２ 　 改正後の第７ 条第３ 項及び第４ 項に係る 規定は， 平成１ ７

年度入学生から 適用する 。

３ 　 改正後の第１ ９ 条第６ 号の規定にかかわら ず， 廃止さ れた

大学入学検定試験規程（ 昭和２ ３ 年文部省令第１ ３ 号） によ

る 大学入学資格検定に合格し た者についても ， 本学に入学す

る こ と のでき る 者と する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成１ ８ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

１ 　 こ の学則は， 平成１ ８ 年４ 月１ 日から 施行する 。

２ 　 改正後の第４ １ 条第１ 項に規定する 早期卒業の薬学部創薬

科学科の学生への適用は， 平成１ ８ 年度以降の入学生から と

し ， 薬学部総合薬学科の学生には適用し ない。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 学校教育法等の一部を改正する法律（ 平成１ ９

年法律第９ ６ 号） の施行の日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

１ 　 こ の学則は， 平成２ ０ 年４ 月１ 日から 施行する 。 ただし ，

第２ ８ 条第６ 号及び第４ １ 条第２ 項の改正規定は， 平成２ ０

年１ 月３ １ 日から 施行し ， 平成１ ９ 年１ ２ 月２ ６ 日から 適用

する 。

２ 　 改正後の第１ ３ 条の２ の規定は， 平成２ ０ 年度入学生から

適用する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ １ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ １ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

１ 　 こ の学則は， 平成２ ２ 年４ 月１ 日から 施行する 。

２ 　 平成２ ２ 年度の編入学に関する 改正後の第２ ５ 条第２ 項の

規定の適用については， 同項中「 医学部医学科の第２ 年次」

と あるのは「 医学部医学科の第２ 年次若し く は第３ 年次」 と

する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ ３ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ ５ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ ６ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ ６ 年４ 月３ ０ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ ６ 年７ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

１ 　 こ の学則は， 平成２ ８ 年４ 月１ 日から 施行する ｡

２ 　 法学部夜間主コ ース及び経済学部夜間主コ ースにおける 学

期については， 改正後の第２ 条の規定にかかわら ず， なお従

前の例によ る 。 ただし ， 当該コ ースに在籍する 学生が， 当該

コ ース以外の学部等が開設する 授業科目を 履修する 場合を 除

く 。

３ 　 改正後の第７ 条第１ 項の規定は， 平成２ ８ 年度入学者から

適用し ， 平成２ ７ 年度以前の入学者については， なお従前の

例による 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ ８ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ ８ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成２ ９ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

１ 　 こ の学則は， 平成２ ９ 年１ ０ 月１ 日から 施行する ｡

２ 　 改正後の第７ 条の２ の規定にかかわら ず， 岡山大学マッ チ

ン グプロ グラ ムコ ースは， 平成２ ９ 年９ 月３ ０ 日に在学する

学生が当該岡山大学マッ チン グプログラ ムコ ースに在学し な

く なるまでの間， 存続するも のと する 。

３ 　 前項の規定によ り 存続する マッ チン グプログラ ムコ ースに

係る 事項については， なお従前の例によ る 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成３ ０ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成３ ０ 年１ ０ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 平成３ ０ 年９ 月２ ７ 日から 施行し ， 平成３ ０ 年

４ 月１ 日から 適用する 。

　 　  附　 則

　 こ の学則は， 平成３ １ 年４ 月１ 日から 施行する 。

　 　 　 附　 則

　 こ の学則は， 令和２ 年４ 月１ 日から 施行する。
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　（ 趣旨）

第１ 条　 こ の規程は， 国立大学法人岡山大学管理学則（ 平成

１ ６ 年岡大学則第１ 号。 以下「 管理学則」 と いう 。） 及び岡

山大学学則（ 平成１ ６ 年岡大学則第２ 号。以下「 学則」と いう 。）

の規定に基づき ， 岡山大学工学部（ 以下「 本学部」 と いう 。）

に関し 必要な事項を 定める も のと する 。

　（ 本学部の目的）

第２ 条　 本学部は， 幅広い視野をも ち ， 社会課題を発見・ 把握

し ， 主体的に解決でき る 創造的な工学系人材を 養成する こ と

を目的と する 。

　（ 自己評価等）

第３ 条　 本学部は， 本学部に係る点検及び評価（ 以下「 自己評

価」 と いう 。） を 行い， その結果を 公表する 。

２ 　 前項の自己評価については，岡山大学（ 以下「 本学」と いう 。）

の職員以外の者によ る検証を 受ける よ う 努める も のと する 。

　（ 教育研究等の状況の公表）

第４ 条　 本学部は， 教育研究及び組織運営の状況等について，

定期的に公表する と と も に， 刊行物， ホームページ等への掲

載その他広く 周知を 図る こ と ができ る 方法によ っ て， 積極的

に情報を 提供する 。

　（ 組織的研修等）

第５ 条　 本学部は， 教員の教育内容及び教育方法の改善を 図る

ため， 組織的な研究及び研修を実施するも のと する 。

　（ 学科・ 系・ コ ース）

第６ 条　 本学部に次の学科， 系及びコ ースを 置く 。

学　 科 系 コ ース

工学科

機械シ ス テ ム

系

機械工学コ ース

ロボティ ク ス・ 知能システムコ ース

環境・ 社会基

盤系

都市環境創成コ ース

環境マネジメ ント コ ース

情 報・ 電 気・

数理データ

サイ エンス系

情報工学コ ース

ネッ ト ワーク 工学コ ース

エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース

数理データ サイ エンスコ ース

化学・ 生命系
応用化学コ ース

生命工学コ ース

２ 　 前項に掲げる コ ース への配属は， ２ 年次第 1 学期に決定

する 。 なお， 決定方法については別に定める 。

　（ 副学部長）

第７ 条　 本学部に副学部長を 置く 。

２ 　 副学部長に関し 必要な事項は， 別に定める 。

　（ 系長）

第８ 条　 本学部に系長を 置き ， 系に関する事項を 掌理する 。

　（ コ ース長）

第９ 条　 本学部のコ ースにコ ース長を 置く 。

２ 　 コ ース長に関し 必要な事項は， 別に定める 。  

　（ 教育課程の編成等）

第１ ０ 条　 本学部の教育課程は， 教養教育科目及び専門教育科

目によ り 編成する 。

２ 　 本学部の授業科目及び単位数は， 別表のと おり と する 。

３ 　 前項の規定にかかわら ず， 必要があると き は， 別表に掲げ

る授業科目以外の授業科目を 特別に開講する こ と がある 。

４ 　 第２ 項の授業科目は， 必修科目及び選択科目に分け， その

履修方法， 配当年次等は別に定める 。

　（ 授業時間割の公開）

第１ １ 条　 授業科目及び授業担当教員名は， 学年の始めに公示

する 。 ただし ， 科目によ っ ては， 学期の始め又は必要に応じ

て学期の中途に公示する 場合がある 。

　（ 授業の方法）

第１ ２ 条　 授業は， 講義， 演習， 実験， 実習若し く は実技のい

ずれかにより 又はこ れら の併用によ り 行う も のと する 。

２ 　 本学部において教育上有益と 認めた場合は，前項の授業を，

多様なメ ディ アを 高度に利用し て， 当該授業を 行う 教室等以

外の場所で履修さ せる こ と がある 。

３ 　 本学部において教育上有益と 認めた場合は， 第１ 項の授業

を，外国において履修さ せる こ と がある。 前項の規定によ り ，

多様なメ ディ アを 高度に利用し て， 当該授業を 行う 教室等以

外の場所で履修さ せる 場合についても ， 同様と する 。

　（ 単位の計算方法）

第１ ３ 条　 授業科目の単位の計算方法については， 次の基準に

よる も のと する 。

　 一　 講義及び演習については， １ ５ 時間又は３ ０ 時間の授業

をも っ て１ 単位と する 。

　 二　 実験及び実習については， ３ ０ 時間又は４ ５ 時間の授業

をも っ て１ 単位と する 。

　 三　 特別研究については， それに必要な学修等を 考慮し て，

１ ０ 単位と する 。

２ 　 一の授業科目について講義， 演習， 実験又は実習の二以上

の方法の併用によ り 行う 場合の単位数の計算は， 前項各号に

規定する 基準を 考慮し て別に定める 。

　（ 履修手続）

第１ ４ 条　 学生は， 履修し よ う と する 授業科目について第１ 学

期及び第３ 学期の始めの指定する 期日までに， 所定の手続を

行わなければなら ない。

２ 　 前項の規定にかかわら ず， 第１ １ 条ただし 書の規定に基づ

き 第２ 学期又は第４ 学期の始め若し く は中途に公示し た授業

科目を 履修し よ う と する 場合は，個別に指定する 期日までに，

所定の手続を 行わなければなら ない。

３ 　 前２ 項の期限内に手続が完了でき ない特別の理由が生じ た

場合は， アド バイ ザー又は指導教員に承認を 得て願い出るこ

と ができ る。

４ 　 他学部， 他系又は他コ ースの授業科目を 履修し よ う と する

と き は， 所定の手続き によ り ， 本学部長に願い出なければな

ら ない。

５ 　 他の大学（ 外国の大学を 含む。） 又は他の短期大学（ 外国

の短期大学を 含む。） の授業科目を 履修し よ う と する と き は，

所属する コ ース（ コ ースに所属し ていない場合は， 所属する

系） の承認を 得て， 所定の様式によ り 本学部長に願い出るも

のと し ， 当該大学又は当該短期大学と の協議の成立が得ら れ

たも のについて， 許可する も のと する 。

６ 　 短期大学又は高等専門学校の専攻科における 授業科目を 履

修し よ う と する と き は， 所属する コ ース（ コ ースに所属し て

いない場合は， 所属する 系） の承認を 得て， 所定の様式によ

り 本学部長に願い出る も のと する 。

　（ 成績評価基準等の明示）

第１ ５ 条　 各授業における 授業の方法， 内容， １ 年間の授業の

計画及び成績評価基準については， 講義要覧等によ り 学年の

始めに公表する 。

　（ 試験及び単位認定）

第１ ６ 条　 単位の認定は， 前条に規定する成績評価基準に照ら

し ， 試験の成績等によ り ， 授業担当教員が行う も のと する 。

ただし ， 第１ ４ 条第５ 項又は第６ 項の規定に基づき 履修し た

単位の認定は， 当該大学等の発行し た単位修得証明書等によ

り 教授会で行う も のと する 。

２ 　 前項のほか， 文部科学大臣が定める 学修を 別に定める と こ

ろ によ り ， 本学部における 授業科目の履修と みなし ， 単位を

認定する こ と がある。

３ 　 病気その他止むを得ない理由によ り ， 試験を 受ける こ と が

でき なかっ た者には， 追試験を行い， 単位を 認定する こ と が

ある 。

　（ 入学前の既修得単位の認定）

第１ ７ 条　 学生が本学部に入学する 前に， 他の大学（ 外国の大

学を 含む。） 若し く は短期大学（ 外国の短期大学を含む。） で
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の履修によ り 修得し た単位又は短期大学（ 外国の短期大学を

含む。） 若し く は高等専門学校の専攻科での学修によ り 修得

し た単位（ 科目等履修生と し て修得し た単位を 含む。） を ，

本学部における 授業科目の履修と 見なし ， 単位を 認定する こ

と がある 。

　（ 特別研究）

第１ ８ 条　 特別研究の申請は， 第１ ４ 条第１ 項の規定にかかわ

ら ず， 別に定めると こ ろ によ る 。

２ 　 特別研究の申請資格については， 各コ ースの定める と こ ろ

によ る。

３ 　 特別研究の単位の認定は， 第１ ６ 条第１ 項の規定にかかわ

ら ず， 研究業績の判定及び口頭試験によ っ て行う 。 ただし ，

口頭試験は， 省略する こ と がある 。

　（ 卒業の要件）

第１ ９ 条　 卒業要件は， ４ 年以上在学し ， 別に定める と こ ろ に

よ り ， 教養教育科目及び専門教育科目を 合わせ１ ２ ６ 単位以

上修得する こ と と する 。

　（ 第３ 年次編入学）

第２ ０ 条　 学則第２ ５ 条の規定によ り ， 第３ 年次に編入学する

こ と ができ る 。

　（ 学士入学）

第２ １ 条　 学士入学を 志願する 者がある 場合は， 選考の上， 教

授会の議を 経て許可する こ と がある。

　（ 転学）

第２ ２ 条　 他の大学に在学し ている 者で転入学を 志願し ている

者がある 場合は， 選考の上， 教授会の議を 経て許可するこ と

がある。

２ 　 他大学への転学を 志願する 者は， 学部長に願い出て， その

許可を受けなければなら ない。

　（ 編入学）

第２ ３ 条　 編入学を志願する者がある場合は， 欠員のある場合

に限り ， 選考の上， 教授会の議を 経て許可する こ と がある 。

　（ 転学部等）

第２ ４ 条　 本学部内の転系， 転コ ース， 他学部から の転学部等

を 志願し ている 者がある 場合は， 選考の上， 教授会の議を 経

て許可する こ と がある 。

２ 　 転学部等の取扱いについては， 別に定める。

　（ 在学期間の通算及び既修得単位の認定）

第２ ５ 条　 第２ ０ 条から 前条までの規定によ り 入学又は転学部

等を 許可さ れた者の在学期間の通算（ 第３ 年次編入学を 除

く 。） 及び既修得単位の認定は， 教授会において行う 。

２ 　 学則第３ ０ 条第２ 項及び第３ 項の規定による 科目等履修生

と し ての学修期間の修業年限への通算については， 別に定め

る 。

　（ 教育職員免許状）

第２ ６ 条　 本学部において取得する こ と ができ る 教育職員免許

状の種類は， 次の表に掲げる と おり と する 。

学　 科 系 教育職員免許状の種類 免許教科

工学科 機械システム系 高等学校教諭一種免許状 工　 業

環境・ 社会基盤系 高等学校教諭一種免許状 工　 業

情報・ 電気・ 数理デー

タ サイ エンス系

高等学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状

情　 報

工　 業

数　 学

数　 学

化学・ 生命系 高等学校教諭一種免許状 工　 業

　（ 科目等履修生）

第２ ７ 条　 本学の学生以外の者で，本学部の授業科目について，

履修を志願する 者がある と き は， 本学部の授業及び研究に妨

げのない限り ， 教授会の議を 経て科目等履修生と し て入学を

許可する こ と がある 。

２ 　 科目等履修生の取扱いについては， 別に定める 。

　（ 特別聴講学生）

第２ ８ 条　 他大学（ 外国の大学を 含む。） 又は短期大学（ 外国

の短期大学を 含む。） の学生で， 本学部の授業科目について

聴講を志願する 者がある と き は， 当該大学又は当該短期大学

と の協議に基づき ，本学部の授業及び研究に妨げのない限り ，

教授会の議を 経て特別聴講学生と し て入学を許可するこ と が

ある 。

２ 　 特別聴講学生の取扱いについては， 別に定める 。

　（ 委託生）

第２ ９ 条　 公の機関等から その所属職員につき ， 聴講科目若し

く は研究事項を定め， 又は研修について委託の願い出がある

と き は， 教授会の議を 経て委託生と し て入学を 許可する こ と

がある。

　（ 研究生）

第３ ０ 条　 本学において， 特定事項の研究を 志願する 者がある

と き は， 教授会の議を 経て研究生と し て入学を 許可する こ と

がある。

２ 　 研究生の取扱いについては， 別に定める 。

　 　 　 附　 則

１ 　 こ の規程は， 令和３ 年４ 月１ 日から 施行する 。

２ 　 令和２ 年度以前の入学者については， 岡山大学工学部規程

等を 廃止する 規定（ 令和 3 年岡大工学部規程第 1 号） によ

り 廃止さ れた岡山大学工学部規程（ 平成１ ６ 年岡大工規程第

１ 号） の例による 。
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○機械システム系
授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

（系科目） エネルギー環境システム基礎論 1
フーリエ・ラプラス変換 2 認知工学 2
ベクトル・複素解析 2 知的制御システム 1
機械工作実習Ⅰ 1 知能ロボット運用論 1
機械工作実習Ⅱ 1 オペレーションズ・リサーチⅠ 1
基本機械システム製図 2 オペレーションズ・リサーチⅡ 1
振動工学 2 オペレーションズ・リサーチⅢ 1
材料力学Ⅰ 2 メカトロニクス応用 1
機械工作法 2 移動ロボット学 1
熱力学Ⅰ 2 ロボットダイナミクス 2
流体力学Ⅰ 2 インターフェイス設計学 1
電子回路 2
システム制御Ⅰ 2 （教科に関する科目）
技術表現法 1 工業概論 2
機械システム工学セミナーⅠ 1 職業指導概説 2
機械システム工学セミナーⅡ 1
機械システム工学総合実習 4
特別研究 10
重積分 1
偏微分方程式 1
工業力学 2
機械加工学 2
生産システム学 2
計測工学 2
ロボティクス基礎 1
インターンシップ 2
実践コミュニケーション論 2

（コース科目）
創成プロジェクト 2
創造工学実験 5
機械工学英語 2
材料力学Ⅱ 2
熱力学Ⅱ 2
流体力学Ⅱ 2
材料工学 2
機械設計学 2
機構デザイン学 2
特殊加工学 2
伝熱学 2
メカニカルデザイン基礎 2
数値シミュレーション 2
材料応用学 1
塑性工学 1
潜熱移動学 1
エネルギー工学 1
ＣＡＤ 1
システム工学総合Ⅰ 2
システム工学総合Ⅱ 4
工学実践英語Ⅰ 1
工学実践英語Ⅱ 1
ディジタル回路 2
システムＣＡＤ 1
ロボット機構学 1
メカトロニクス基礎Ⅰ 1
メカトロニクス基礎Ⅱ 1
ロボットビジョン 1
システム制御Ⅱ 1



○環境・社会基盤系
授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

（系科目） 水生動物学 2
測量学Ⅰ及び実習 3 土壌物理学 2
測量学Ⅱ及び実習 3 生産基盤管理学 2
環境物理化学 1 流域水文学 2
環境化学 1 水資源利用学 2
構造力学Ⅰ及び演習 3 水文環境管理学 2
構造力学Ⅱ 2 環境施設設計学 2
土質力学Ⅰ及び演習 3 農村計画学 2
土質力学Ⅱ 2 農村整備学 2
水理学及び演習 3 環境生物学実験 1
キャリア形成論 1 土壌環境実験 1
インターンシップ 1 水利実験 1
技術表現法 1 環境材料学実験 1
実践コミュニケーション論 2 環境と生物 2
特別研究 10 土壌の物質移動学 2

水利設計学 2
（コース科目） 環境気象学 2
工業数学Ⅰ 2 実践型水辺環境学及び演習Ⅰ 2
工業数学Ⅱ 2 実践型水辺環境学及び演習Ⅱ 2
数値解析及び演習 2 土壌圏管理学 2
ＣＡＤ及びＩｏＴ技術 1 環境施設材料学 2
振動学及び演習 3 環境施設管理学 2
鋼構造設計学及び演習 3 公共財管理論 2
コンクリート構造設計学Ⅰ及び演習 3 環境影響評価学 2
コンクリート構造設計学Ⅱ 2 廃棄物マネジメント 2
構造材料学 2
建設施工学 2 （教科に関する科目）
景観論 2 工業概論 2
都市・地域計画学 2 職業指導概説 2
交通まちづくり計画学 2
計画数理 2
道路政策論 1
都市解析学 2
計画学演習 1
土質試験法及び実験 1
材料試験法及び実験 1
水理設計学及び演習 3
水理計測法及び実験 1
河川環境学 2
地下水工学 2
環境水理学 2
水質学 2
水道工学 1
下水道工学 1
環境衛生学実験 1
建築設計 4
建築製図 3
インテリア計画 2
建築計画学及び演習 3
建築史 2
建築法規 2
建築環境工学 2
建築設備 2
都市環境計画学 2
環境マネジメントコース演習 2
分野演習 1
土壌科学概論 2
植生管理学 2



○情報・電気・数理データサイエンス系
授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

（系科目） ネットワークプログラミング実験 2
技術表現法 1 マルチメディア工学 2
特別研究 10 モバイル通信 2
統計データ解析基礎 2 コンピュータネットワークＢ 2
フーリエ解析・ラプラス変換 2 オブジェクト指向プログラミング 2
数値計算法 2 セキュリティ概論 2
情報理論 2 セキュリティ実践論 2
実践コミュニケーション論 2 確率統計論 2

グラフ理論（ＮＥ） 2
（コース科目） ハードウェアセキュリティ実験 1
データ構造とアルゴリズム 2 情報化社会と技術 2
回路理論Ａ 2 電磁気学Ｂ 2
微分積分Ｂ 1 エネルギー・エレクトロニクス実験Ａ 2
ＵＮＩＸプログラミング 2 電気機器学Ａ 2
キャリア形成 1 エネルギー・エレクトロニクス実験Ｂ 2
ベクトル解析（ＮＥ・ＥＥ） 2 電子回路Ｂ 2
線形代数Ｂ 1 電力・モータ実験 2
論理回路 2 電気機器学Ｂ 2
電磁気学Ａ 2 電子物性工学 2
回路理論Ｂ 2 制御工学Ａ 2
コンピュータ数学 2 電力系統工学Ａ 2
回路過渡解析 2 半導体・デバイス工学 2
電子回路Ａ 2 オプトエレクトロニクス 2
通信工学 2 電気電子材料学 2
伝送線路 2 制御工学Ｂ 2
複素解析 2 電力系統工学Ｂ 2
電子物性工学基礎 2 パワーエレクトロニクス 2
パルス・ディジタル回路 2 電力発生工学 2
ディジタル信号処理（ＮＥ・ＥＥ） 1 電気法規・施設管理 2
電子計測 2 電気設計学 2
電波工学 1 微分積分続論及び演習１ 2
インターンシップ（ＮＥ・ＥＥ） 2 微分積分続論及び演習２ 2
グラフ理論（情報） 2 線形代数続論及び演習１ 2
プログラミング演習１ 1 線形代数続論及び演習２ 2
プログラミング演習２ 1 数理プログラミング１ 1
コンピュータハードウェア 2 数理プログラミング２ 1
応用解析 2 統計データ解析演習１ 1
オペレーティングシステム 2 統計データ解析演習２ 1
コンピュータアーキテクチャⅠ 2 データ活用基礎 2
システムプログラミング１ 1 データ活用実践演習 2
システムプログラミング２ 1 機械学習入門 2
応用数学 2 離散数学入門 2
プログラミング技法 2 ベクトル解析（数理） 2
プログラミング言語 2 複素関数論 2
人工知能 2 代数系の基礎 2
知識工学 2 代数系の応用 2
情報工学実験Ａ（ハードウェア） 3 幾何学基礎 2
ソフトウェア設計 2 常微分方程式と数理モデル 2
情報ネットワーク論 2 偏微分方程式とその応用 2
コンパイラ 2 数理モデリング 2
情報工学実験Ｂ（メディア処理） 3 非線形現象モデリング 2
並列分散処理 2 数値シミュレーション基礎 2
情報工学実験Ｃ（ソフトウェア） 3 数値シミュレーション応用 2
パターン認識と学習 1 データ駆動計算基礎 2
計算機数学 1 データ駆動計算応用 2
数理論理学 1 数理統計学 2
コンピュータアーキテクチャⅡ 2 ベイズ統計基礎 2
画像処理 2 統計モデリング 2
論理設計 1 最適化理論 2
オブジェクト指向言語 2 多変量データ解析Ａ 2
データベース 2 多変量データ解析Ｂ 2
情報セキュリティ 2 計算統計学Ａ 2
応用線形代数 2 計算統計学Ｂ 2
オートマトンと言語理論 2 確率モデル論 2
言語解析論 1 確率過程論入門 2
インターンシップ（情報） 2 データ管理方法論 2
アルゴリズムと計算量 1 数理モデリング特論Ａ 1
ディジタル信号処理（情報） 2 数理モデリング特論Ｂ 1
ソフトウェア工学 1 統計データ解析特論Ａ 1
映像メディア処理 1 統計データ解析特論Ｂ 1
情報化における職業１ 1 インターンシップ（長期） 2
情報化における職業２ 1 インターンシップ（短期） 1
ネットワーク工学実験Ａ 2
コンピュータネットワークＡ 2 （教科に関する科目）
ネットワーク工学実験Ｂ 2 工業概論 2
画像工学 2 職業指導概説 2
コンピュータアーキテクチャ 2



○化学・生命系
授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

（系科目） バイオナノテクノロジー 1
無機化学１ 2 細胞工学 1
物理化学１ 2 生命工学各論１ 0.5
有機化学１ 2 生命工学各論２ 0.5
生化学１ 2 生命工学各論３ 0.5
化学・生命系実験１ 1 生命工学各論４ 0.5
化学・生命系実験２ 1
無機化学２ 2 （教科に関する科目）
物理化学２ 2 工業概論 2
有機化学２ 2 職業指導概説 2
生化学２ 2
分析化学 2
量子化学 2
化学工学１ 2
工業材料１ 2
機器分析 2
高分子化学１ 2
化学・生命系英語１ 1
化学・生命系英語２ 1
技術表現法 1
機能分子化学 2
インターンシップ 2
実践コミュニケーション論 2
特別演習 4
特別研究 10

（コース科目）
無機化学３ 2
物理化学３ 2
有機化学３ 2
生化学３ 2
生化学４ 2
無機化学４ 2
無機化学５ 2
無機工業化学 1
物理化学４ 2
化学工学２ 2
化学工学３ 1
化学工学４ 1
化学装置設計製図 1
有機化学４ 2
有機化学５ 2
有機工業化学 1
工業材料２ 1
高分子化学２ 1
高分子化学３ 1
応用化学実験１ 2
応用化学実験２ 2
応用化学各論１ 0.5
応用化学各論２ 0.5
応用化学各論３ 0.5
応用化学各論４ 0.5
応用化学各論５ 0.5
応用化学各論６ 0.5
生命工学実験１ 2
生命工学実験２ 2
遺伝子工学 1
蛋白質工学 1
分子生物学 1


